
福岡県栄養士会 栄養ケア・ステーション人材育成・ケア会議参加者必須研修会 講義180分 2単位

地域ケア会議における栄養専門職としての
助言スキルをブラッシュアップしよう

～自立に向けた助言をするために持つべき視点～

講義内容

✓ 自立支援地域ケア会議の目的と栄養士が参加する目的、役割について

✓ ケア会議資料における栄養アセスメントの確認ポイント

✓ 事例検討

開催日時 12月10日（日）10：00～13：10

講師 公益社団法人 日本栄養士会 栄養ケア・ステーション事業部

副部長 濱田美紀

公益社団法人 福岡県栄養士会 管理栄養士

中村理佳子 / 坂尾雪恵

（公社）福岡県栄養士会HP

https://fukuoka-dietitian.or.jp/

お問い合わせ：（公社）福岡県栄養士会事務局

TEL. 092-631-1160

申し込みは
こちらから➡

開催場所 中村学園大学7号館5階 7504教室
オンライン研修

開催場所 中村学園大学7号館5階 7504教室
オンライン研修

参 加 費 福岡県栄養士会会員：1,000円

※ケア会議参加者無料

日本栄養士会会員：3,000円

一般：4,000円

定員(残席) 対面：50名(27席)   オンライン：50名(8席)



■参加費
福岡県栄養士会会員：1,000円 ※ケア会議参加者は無料
日本栄養士会会員：3,000円 一般：4,000円

■振込先
ゆうちょ銀行 口座番号：01720-1-139632 加入者名：公益社団法人福岡県栄養士会
※他金融機関より振込の場合
銀行名：ゆうちょ銀行 店名：一七九店 預金種目：当座 口座番号：0139632

住所、氏名、会員番号、「12/10 科目番号⑥」と明記の上、開催日の1週間前までに参加費のお振込みを
お願いいたします。振込手数料はご負担ください。既納の参加費は原則としてご返金いたしません。

■申込方法
福岡県栄養士会または日本栄養士会ホームページの研修会申し込みページ、または上記申込書FAX送信の
いずれかの方法よりお申込みください。オンライン参加の方のお申込みはWebのみの受付となります。
申込後、必ず開催日の1週間前までに上記口座まで参加費をお振込ください。
参加費のお振込が確認でき次第受講が確定となります。
締切日前でも定員に達した場合、参加費のお振込がお済でない方は、受講をお断りすることがあります
のでご了承ください。

■オンライン配信方法
受講URL、受講方法の詳細等は、参加費入金確認後、会員登録いただいているＥメールアドレスへ、
研修会開催日5日前にご案内いたします。≪fukuei.workshop@siren.ocn.ne.jp≫からメールが送信され
ますので、このアドレスからのメールを受信できるよう受信設定の確認をお願いいたします。
受講に必要なURLメールが届かない場合は、お手数ですが福岡県栄養士会事務局（TEL：092-631-1160、
FAX：092-631-1388）までご連絡ください。
受講料のお振込みがお済でない方へはメールの送信はありません。
※その他オンライン参加の注意事項についての詳細は、Web申込ページをご確認ください。

■研修会 主旨
地域ケア会議では自立に向けた助言が求められます。自立支援とは高齢者自身が住み慣れた

地域で、自身の能力に合わせ自立した生活が出来るように支援することであり、サービスを取
り上げたり、サービスを抑制することではありません。介護サービスは継続しつつも、より自
立した生活を送るための生活範囲を向上させるための助言が求められます。本研修会で、栄養
士が会議に参加する目的や役割、助言の質を向上させるアセスメントの確認ポイントについて
学びます。自信をもってケア会議に参加できるスキルを身に付けましょう。

■タイムスケジュール
受付9：30～
①10：00～12：00 講義 ②12：10～13：10 講義・事例検討

氏 名 勤 務 先 名（なしの場合は☎のみ記入） 会員番号

☎（ ）-（ ）-（ ）

□2023年度学習要項裏表紙 □ 未・新入会体験1,000円クーポン：使用（ する ・ しない ）

福岡県栄養士会会員 地域ケア会議参加 ： 有 （無料） ・ 無 （有料）

満了LINEショップカード ： 使用（ する ・ しない ）

宛先：福岡県栄養士会 FAX 092-631-1388

基本研修 栄養ケア・ステ② 科目番号⑥ 【対面用】 申込書（FAX送信用）
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